
公
的
年
金
と

自
助
努
力
と
し
て
の
資
産
形
成

　

我
が
国
の
高
齢
者
の
老
後
保
障
の
中
心
は

厚
生
年
金
、
国
民
年
金
と
い
っ
た
公
的
年
金

で
あ
り
、
高
齢
者
世
帯
の
所
得
の
65
%
が
公

的
年
金
に
依
存
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
は
、「
年
金
は
破
綻
す
る
、
将
来
は
も

ら
え
な
い
」
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
発

信
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
、
そ

う
し
た
表
現
は
あ
ま
り
見
か
け
ま
せ
ん
。
そ

も
そ
も
、
公
的
年
金
は
、
将
来
の
少
子
高
齢

化
の
状
況
を
あ
ら
か
じ
め
見
込
ん
で
、
概
ね

1
0
0
年
に
わ
た
る
財
政
見
通
し
を
作
成
し
、

負
担
と
給
付
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
か

ど
う
か
を
少
な
く
と
も
5
年
ご
と
に
確
認
す

る
「
財
政
検
証
」
が
行
わ
れ
る
仕
組
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
制
度
の
持
続
可

能
性
が
あ
る
日
突
然
危
う
く
な
る
よ
う
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
こ
の
「
財
政
検
証
」
の
枠
組
み

の
下
で
は
、
将
来
の
年
金
給
付
は
「
マ
ク
ロ

経
済
ス
ラ
イ
ド
※
」
と
い
う
仕
組
み
を
通
じ
て
、

今
の
高
齢
者
が
も
ら
っ
て
い
る
公
的
年
金
の

水
準
に
比
べ
て
将
来
は
低
減
さ
せ
て
い
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
長
寿
化

と
と
も
に
長
く
な
っ
て
い
る
老
後
生
活
の
す

べ
て
を
公
的
年
金
だ
け
で
賄
う
こ
と
は
難
し

い
と
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
よ
り
豊
か

な
老
後
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
公
的
年
金
に

加
入
し
つ
つ
も
、
自
助
努
力
と
し
て
の
老
後

資
産
形
成
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
そ
の
時
ど
き
の
社
会
情
勢
（
現
役
人
口
の
減

少
や
平
均
余
命
の
伸
び
）
に
合
わ
せ
て
、
年
金

の
給
付
水
準
を
自
動
的
に
調
整
す
る
仕
組
み
。

i
D
e
C
o
加
入
者
の
急
増
と

中
小
企
業
の
課
題

　

こ
う
し
た
状
況
も
あ
り
、
国
は
、
公
的
年
金

厚生労働省年金局企業年金・個人年金課
基金数理室長・普及推進室長　西岡 隆

100万人を超えたiDeCoの
さらなる拡充に向けて

～ 中小事業主掛金納付制度　「iDeCo＋」（イデコプラス）の導入 ～

特 別寄稿

26くらし塾 きんゆう塾 2019年冬号

【図表１】 年金制度の仕組み

iDeCo（個人型確定拠出年金）

加入者数
43万人

加入者数
40万人

退職等
年金給付

加入者数
591万人

加入者数
826万人

加入者数
139万人

厚生年金保険

国 民 年 金（ 基 礎 年 金 ）

民間サラリーマン自営業者等 第２号被保険者の
被扶養配偶者公務員等

第1号被保険者 第2号被保険者等 第3号被保険者

6,731万人（※）

（数値は2017年3月末）
❖斜線部は任意加入

加入者数
445万人

1,575万人 4,266万人 889万人

iDeCo

厚生年金
基金

（代行部分）

※ 20～ 65歳未満人口は、7,014万人。人口推計（2017年9月）調べ。

国民
年金基金

確定拠出
年金

（企業型DC）

確定給付
企業年金
（DB）

３
階
部
分

２
階
部
分

１
階
部
分
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の
上
乗
せ
と
し
て
の
い
わ
ゆ
る
３
階
部
分
の
年

金
と
し
て
︻
図
表
１
︼　

、
自
営
業
者
な
ど
の

第
1
号
被
保
険
者
の
人
に
は
、
国
民
年
金
基
金

と
個
人
型
確
定
拠
出
年
金
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な

ど
の
第
2
号
被
保
険
者
の
人
に
は
、
雇
わ
れ
て

い
る
企
業
ご
と
に
行
う
確
定
給
付
型
の
企
業
年

金
や
企
業
型
確
定
拠
出
年
金
、
そ
れ
ら
が
実
施

さ
れ
て
い
な
い
企
業
に
勤
め
て
い
る
場
合
に
は

個
人
型
確
定
拠
出
年
金
に
加
入
で
き
る
よ
う
に

し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
制
度
に
つ
い
て
税
制
措

置
な
ど
の
優
遇
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、２
０
１
６
年
の
制
度
改
正
に
お
い
て
、

従
来
加
入
で
き
る
範
囲
が
限
定
さ
れ
て
い
た
個

人
型
確
定
拠
出
年
金
を
、
60
歳
未
満
の
す
べ
て

の
公
的
年
金
被
保
険
者
が
加
入
で
き
る
よ
う
に

対
象
を
拡
大
し
i
D
e
C
o
（
イ
デ
コ
）
と
命
名

し
ま
し
た
（individual-type D

efined 
Contribution pension plan

の
頭
文
字

を
と
っ
た
愛
称
で
す
）︻
図
表
2
︼。
こ
の
範
囲

拡
大
の
施
行
は
２
０
１
７
年
1
月
で
し
た
が
、

そ
れ
に
よ
り
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の
加
入
者
は
急
増
し
、

そ
れ
ま
で
30
・
６
万
人
だ
っ
た
加
入
者
数
が
２

０
１
８
年
8
月
末
に
は
１
０
１
・
０
万
人
と
１

０
０
万
人
を
超
え
、
そ
の
後
も
着
実
に
加
入
者

数
を
増
や
し
て
い
ま
す
︻
図
表
3
︼。

　

し
か
し
な
が
ら
、
公
的
年
金
の
上
乗
せ
と
し

て
十
分
な
企
業
年
金
等
を
実
施
し
て
い
る
企
業

は
、
比
較
的
規
模
の
大
き
い
と
こ
ろ
に
偏
っ
て

い
る
現
状
が
あ
り
、
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、

企
業
年
金
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
多

く
、
ま
た
、
個
人
で
も
i
D
e
C
o
に
加
入
し

て
い
な
い
人
が
多
い
の
も
実
態
で
す
。
こ
う
し

た
人
の
老
後
生
活
は
、
最
終
的
に
は
公
的
年
金
だ

け
が
頼
り
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

中
小
企
業
が
実
施
す
る
新
制
度

「
i
D
e
C
o
＋
」（
イ
デ
コ
プ
ラ
ス
）

　

そ
こ
で
、
同
じ
く
２
０
１
６
年
の
制
度
改
正

で
、
２
０
１
８
年
5
月
か
ら
中
小
事
業
主
掛
金

納
付
制
度
と
い
う
仕
組
み
が
新

た
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
制
度
で
は
、
企
業

規
模
1
0
0
名
以
下
の
中
小
企

業
に
お
い
て
、
そ
の
従
業
員
が

i
D
e
C
o
に
加
入
し
て
い
る

場
合
に
、
加
入
者
が
負
担
す
る
掛

金
に
上
乗
せ
し
て
、
中
小
事
業
主

が
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、こ
の
新
し
い
制
度
に
は
、

「
i
D
e
C
o
＋
」（
イ
デ
コ
プ
ラ

ス
）
と
い
う
愛
称
を
付
け
ま
し
た

︻
図
表
4
︼。

　

確
定
給
付
企
業
年
金
や
企
業

型
確
定
拠
出
年
金
を
実
施
し
て

い
な
い
中
小
企
業
は
、
そ
の
理
由

と
し
て
、
会
社
の
規
模
が
小
さ
い

が
た
め
に
、
そ
の
導
入
に
あ
た
っ

て
の
事
務
的
な
負
担
や
導
入
経

費
を
課
題
と
し
て
指
摘
す
る
声
が
多
い
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
「
i
D
e
C
o
＋
」（
イ

デ
コ
プ
ラ
ス
）
を
活
用
す
れ
ば
、
独
自
の
企
業

年
金
を
導
入
す
る
の
に
比
べ
る
と
容
易
に
か
つ

ト
ー
タ
ル
で
見
れ
ば
低
コ
ス
ト
で
従
業
員
の
福

利
厚
生
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

以
下
、「
i
D
e
C
o
＋
」（
イ
デ
コ
プ
ラ
ス
）

　　　　　　

掛金

年金
資産

運用益

「元本確保型」の商品もありますが
投資信託等の商品の場合は
元本を下回る可能性もあります。

受け取り

積立期間 60歳

運用益が
非課税!

受け取るときも
大きな控除!

年金が
増える!

税が
軽減
される!

全額
所得控除!

運用益は
全額資産

一時金
受け取り

定期的に
受け取り（年金）

掛金を決める 運用する 受け取る

月 5々,000円から始められて、
1,000円単位で自由に設定できる。

60歳以降、
受け取り時期を選べる。

自分のニーズに合わせて
商品を選んで運用できる。

税が軽減
されます!

豊かな老後を過ごすためには
今から備えを始めることが大切です。

私たちの「老後」は20年以上!

金
年
的
公

金
年
的
公
貯蓄等

豊かな老後に
必要な資金

スタート

公的年金にプラスできる
「もうひとつの年金」を!

120

100

80

60

40

20

0

（万人）

2015年
3月末

2016年
3月末

2017年
3月末

2018年
3月末

2018年
4月末

2018年
5月末

2018年
6月末

2018年
7月末

2018年
8月末

2018年
9月末

３号加入者

２号加入者

１号加入者

85.4万人 89.2万人 91.5万人 94.6万人 97.7万人 101.0万人 103.9万人

法律改正により、2017年1月から
加入者範囲が拡大。
（改正前の2016年12月時点での
加入者数は30.6万人）

21.3万人 25.8万人

43.1万人

加入者100万人突破

くらし塾 きんゆう塾 2019年冬号27

【図表2】 iDeCo（個人型確定拠出年金）とは

【図表３】 iDeCo（個人型確定拠出年金）加入者数の推移
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導
入
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
を
説
明
し
ま
す
。

1 �
実
施
で
き
る
事
業
所
の
条
件
（
①
～
③
の

す
べ
て
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。）

　

①
従
業
員
が
1
0
0
名
以
下
で
あ
る
こ
と

　

②�

企
業
型
確
定
拠
出
年
金
及
び
確
定
給
付
企

業
年
金
、
厚
生
年
金
基
金
を
実
施
し
て
い

な
い
こ
と

　

③�

従
業
員
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合

が
あ
る
と
き
は
そ
の
労
働
組
合
、
従
業
員

の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
が
な
い

と
き
は
従
業
員
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者

に
、「
i
D
e
C
o
＋
」（
イ
デ
コ
プ
ラ
ス
）

を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
得
る

（
労
使
合
意
を
す
る
）
こ
と

2 

掛
金
の
拠
出
方
法

　

・�「
i
D
e
C
o
＋
」（
イ
デ
コ
プ
ラ
ス
）

は
、
拠
出
対
象
者
と
な
る
従
業
員
が

i
D
e
C
o
の
加
入
者
と
な
り
、
拠
出
し

て
い
る
加
入
者
掛
金
に
対
し
て
中
小
事
業

主
が
上
乗
せ
し
て
拠
出
す
る
仕
組
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
拠
出
対
象
者

と
な
る
従
業
員
が
i
D
e
C
o
の
加
入
者

と
な
り
、
加
入
者
掛
金
を
拠
出
し
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
i
D
e
C
o
の
加
入

者
と
な
ら
な
い
従
業
員
に
対
し
て
、
中
小

事
業
主
掛
金
の
み
を
拠
出
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

・�

中
小
事
業
主
掛
金
の
額
は
、
職
種
や
勤
続

期
間
な
ど
一
定
の
資
格
ご
と
に
定
め
る
こ

と
が
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
そ
の
定
め
た
資

格
内
に
お
い
て
は
、
同
一
の
中
小
事
業
主
掛

金
額
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
特

定
の
従
業
員
が
不
当
に
差
別
的
な
扱
い
を

受
け
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

3 
掛
金
の
決
定
及
び
変
更

　

・�
加
入
者
掛
金
と
中
小

事
業
主
掛
金
の
合
計

額
は
、
月
額
5
千
円

以
上
2
万
3
千
円
以

下
で
、
そ
れ
ぞ
れ
千

円
単
位
で
決
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

・�

中
小
事
業
主
掛
金
の

額
の
変
更
は
、
年
1

回
の
み
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
変
更

に
あ
た
っ
て
労
使
合

意
を
す
る
こ
と
が
必  

要
に
な
り
ま
す
。

　

・�

中
小
事
業
主
は
、
掛
金
額
を
決
定
ま
た
は

変
更
し
た
際
は
、
そ
の
拠
出
の
対
象
と
な

る
加
入
者
に
対
し
て
、
そ
の
旨
を
通
知
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

4 

掛
金
の
納
付
方
法

　

・�

加
入
者
掛
金
と
中
小
事
業
主
掛
金
を
中
小

事
業
主
が
取
り
ま
と
め
て
納
付
（
事
業
主

払
込
）
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

5 

中
小
事
業
主
が
行
う
届
出

　

・�「
i
D
e
C
o
＋
」（
イ
デ
コ
プ
ラ
ス
）
を

実
施
す
る
際
は
、
労
使
合
意
後
に
必
要
な

事
項
（
対
象
従
業
員
、
中
小
事
業
主
掛
金

等
）
を
記
載
し
た
書
類
を
国
民
年
金
基
金

連
合
会
に
２
部
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま

す
（
う
ち
、
１
部
は
国
民
年
金
基
金
連
合

会
を
経
由
し
て
地
方
厚
生
（
支
）
局
に
届

け
出
が
な
さ
れ
ま
す
）。

　

・�

従
業
員
の
増
減
、
従
業
員
の
氏
名
、
中
小

事
業
主
掛
金
の
額
等
を
変
更
す
る
場
合
、

そ
の
都
度
、
遅
滞
な
く
国
民
年
金
基
金
連

合
会
に
２
部
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（
う
ち
、
１
部
は
国
民
年
金
基
金
連
合
会

を
経
由
し
て
地
方
厚
生
（
支
）
局
に
届
け

出
が
な
さ
れ
ま
す
）。

　

・�

変
更
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
年
に
1
回
、

国
民
年
金
基
金
連
合
会
か
ら
送
付
す
る
案

内
に
従
い
、
国
民
年
金
基
金
連
合
会
に
中

小
事
業
主
の
資
格
に
関
す
る
現
況
に
つ
い

て
記
載
し
た
書
類
２
部
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
（
う
ち
、
１
部
は
国
民
年
金

基
金
連
合
会
を
経
由
し
て
地
方
厚
生（
支
）

局
に
届
け
出
が
な
さ
れ
ま
す
）。

6 

掛
金
の
税
制
上
の
取
扱
い

　

・�

加
入
者
掛
金
は
、
小
規
模
企
業
共
済
等
掛

金
控
除
と
し
て
、
本
人
の
所
得
か
ら
控
除

で
き
ま
す
。

　

・�

中
小
事
業
主
掛
金
は
、
企
業
が
負
担
す
る

支
出
と
し
て
、
全
額
が
損
金
に
算
入
で
き

ま
す
。

　

以
上
、
よ
り
詳
し
い
手
続
き
や
書
類
の
様

式
等
に
つ
い
て
は
、
i
D
e
C
o
公
式
サ
イ
ト

（https://w
w

w
.ideco-koushiki.jp/

）で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
「
i
D
e
C
o
＋
」（
イ
デ
コ
プ
ラ
ス
）
は
、

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
２
０
１
８
年
9
月

時
点
で
実
施
し
て
い
る
企
業
は
50
社
程
度
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
拡
が
っ
て
い
く

こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま
ず
は
、
中
小
企
業

の
従
業
員
の
皆
さ
ん
に
は
i
D
e
C
o
に
加
入

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
中
小
企
業
に
は

「
i
D
e
C
o
＋
」（
イ
デ
コ
プ
ラ
ス
）
を
ご
活

用
い
た
だ
き
、
中
小
事
業
主
掛
金
を
ご
負
担
い

た
だ
く
こ
と
で
、
従
業
員
の
よ
り
手
厚
い
老

後
保
障
に
つ
な
が
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
に
結
び 

つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

1995年、数理職として旧厚生省に入省。
公的年金では1999年財政再計算、2009
年財政検証などを担当。企業年金関連で
は、2001年の確定給付企業年金法、確
定拠出年金法の制定に関わり、2018年、
16年ぶりに企業年金・個人年金課に戻
り基金数理室長、普及推進室長に就任。

西岡 隆 にしおか・たかし
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【図表４】 iDeCo＋（イデコプラス）とは
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